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1　本年度の基本方針

２　職員体制

①生活支援・介護予防サービスの基盤整備の促進

②在宅医療・介護連携の推進

③認知症施策の推進

事　業　所 職　　　　　種

令和６年度　事業計画

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

一般介護予防事業

所　　管　　事　　業 休業日

包括的支援事業

権利擁護事業

施設名

所在地

       日曜日

※緊急時等連絡

体制整備あり

常　　　　　勤

管　理　者 センター長（社会福祉士） 1名

第2層生活支援コーディネーター 1名

事務職員 1名

合　　計 8名 1名

千葉市あんしんケア

センター花見川

（地域包括支援セン

ター）

非　　常　　勤

1名

社会福祉士 3名（センター長兼務）

主任介護支援専門員 2名

保健師 1名

看護師

第一号介護予防支援事業（介護予防ケアマネジメント）

事　業　名



３　事業名

千葉市あんしんケアセンター花見川

　【本事業のミッション】

　【令和6年度の取組目標】

　【重点目標】

令和5年度見込

令和６年度事業計画

訪問件数 846件 1038件 1,000件 1050件

令和6年度見込み

地域包ケアシステムを推進する中核機関として、高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のために

必要な援助を行う事により、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援を行う。

・疾病、家族や社会と疎遠・孤独・貧困・人付き合いが苦手（認知症や精神疾患）など、経済的・社

会的な要因が絡み合った複合的な問題を抱えた相談が多くまた、地域性の違いもあるため、関係機関

を交えながら「ひとりにしない」を目的とした地域の集まりの場などの拠点づくりや地域の関係者や

サービス事業所と連携した街づくりに力を入れいく。

・民生委員児童委員や地域住民、地域支援者との関わりを継続し、地域の中でも解決策を構築できる

体制を整備する。

・上記の事を含めた地域活動を展開し、地域住民や地域で活動する諸団体へ介護予防の意識付けを促

進し、地域福祉の増進を図る。

・委託費内で運営ができる組織体制の切替を行い、事業継続運営を図る。

◆目標利用率

令和３年度実績 令和４年度

◆利用者支援サービスの充実

・介護予防ケアマネジメント支援では社会参加や生きがい作り等への配慮を心がけ、介護予防普及啓

発等では住民などへのセルフケア・セルフマネジメントの知識の普及啓発に取り組み、地域の見守り

強化や支援が必要な方への早期支援が行える様、地域に出向き、地域ケア会議や認知症サポーター養

成講座、見守り訓練を行い、地域福祉推進の促進を図っていく。

◆コンプライアンス計画

・個人情報の取り扱い：千葉市個人情報保護条例と晴山会個人情報管理規定を遵守する為の研修会を

センター内で開催する。（毎年４月）

・暴言・暴力・ハラスメントに関する事項：センター内で研修を開催する（毎年４月）

・虐待に関する研修：毎年度　1回　センター内研修を行う。

・公正、中立性の確保：公的な機関として公正で中立性の高い事業運営を行う。

相談件数 5,683件 7,435件 7,200件 7,500件



　【施設・設備整備計画】

令和6年度は実施の計画はありません。

令和６年度事業計画

◆受託事業収入の内訳

■令和6年度　あんしんケアセンター委託料

①包括3職種配置人数×550万円（令和5年度540万円）

②事務職員1名人件費300万円

③事務事業諸経費275万円（令和5年度265万円）

④人口加算90万円/年（高齢者人口に応じた加算：15万円×花見川は6倍※令和５年12月末圏域の65

歳以上の人口が11,921名）

⑤家賃・駐車場補助費134万6400円/年

■令和6年度　第二層生活支援コーディネーター委託料520万円

◆人材育成と職場環境の整備

・職員自らの自己研鑽ほか、市や県、関係団体主催会議・研修会の参加、目標管理制度を活用し職員

の業務自己実現を推奨していく。

・昨年度専門職の欠員期間の長期化、相談対応に追われる中、業務過多が発生し時間外労働が多く見

られた為、職員の健康管理に注視し、センター職員が現状以上に組織で動ける体制の強化を図り業務

分散をかけていく。

・不測の事態が発生しても事業運営を継続していくために職場環境の整備や各機関との連携体制を含

めたBCP計画を作成し運用していく。


